
和束町活性化センターの取組について 



自己紹介

湊 美香（みかと みか）

一般財団法人和束町活性化センター
観光交流事業・移住定住促進事業

奈良市出身

2014年和束町移住
2015年入社
2016年京都和束荘立ち上げ
    運営開始
2017年観光事業担当
2020年移住定住事業立ち上げ



一般財団法人和束町活性化センター
～人と人、人とモノ、人と地域をつなぐハブステーション～

対外的：地域の魅力を発信
対内的：魅力のあるまちづくり
  

移住定住の促進



住民参加型の観光 第2の農業の提案

商品づくりのアドバイス雇用の拡大・町民サービス

観光交流事業 農園事業

特産品開発事業宿泊事業

移住定住の促進

和束町活性化センター



外貨獲得

観光交流事業の目的

雇用創出茶文化を守る 販路拡大 生きがいづくり

きちんとした対
価をいただき、
きちんとした対
価を渡す

ガイドやインス
トラクターは町
内で手配

お茶にまつわる
体験コンテンツ
を提供

地元の販売店や
仕出し屋、宿泊
施設などと連携

町民に自分の興味
のあること、得意
なことで事業に関
わってもらう



対象：国内/海外修学旅行、大学生研修旅行
提供内容：農村民泊、茶文化体験、SDGｓプログラム

教育観光

一般観光

対象：国内/海外個人旅行、国内/海外団体旅行、
   旅行会社企画ツアー
提供内容：茶文化体験



京都やましろ体験交流協議会
  （和束町活性化センター内）

旅行会社
依頼・調整 笠置町

和束町
木津川市

南山城村

ワンストップ窓口

体験も農泊も

事務局で全て

手配

受入定員数

最大120名

（受入家庭数）

約70軒

受入家庭への
勉強会実施

衛生管理
安全講習など

滞在先

全て一般家庭

（1家庭あたり

３～５名受入）

受入当日

24時間事務局
スタッフ待機、

緊急時対応

都会や海外からの子供達が、地元の方と農村部のありのままの生活を共に送る
「農村生活体験」⇒生きる力・コミュニケーション力を養う

農泊プログラム

受入体制



H26年度：1組 36泊

H27年度：4組 335泊

H28年度：5組 79泊

H29年度：20組 584泊 

H30年度：30組 1693泊 

R1年度  ： 52組 2140泊

R2/3年度  ：中止

R4年度  ： 19組 286泊

R5年度  ： 25組 1343泊(1/27現在)

これまでの受入実績



受入の流れ：入村式



受入の流れ：入村式



受入の流れ：入村式



受入の流れ：家庭で過ごす
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受入の流れ：家庭で過ごす



受入の流れ：家庭で過ごす



受入の流れ：家庭で過ごす



受入の流れ：家庭で過ごす



受入の流れ：離村式



受入の流れ：離村式



受入の流れ：離村式



受入の流れ：離村式



受入の流れ：離村式
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茶文化体験プログラム
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空き家バンク
の運営

移住定住促進事業の目的

移住から定住
へ

イベントの開催所有者/移住希
望者へのサ
ポート

みんなで地域を
元気に

役場と連携し、
町内への周知活
動/町外への情
報の発信

契約後の暮らし
の相談にも対応

移住希望者むけ
に和束町を紹介ハード面、ソフ

ト面のサポート

自分の興味のある
こと、得意なこと
で町や人に関わっ
てもらう



















いいとこ和束、一度はおいで。 


